
                                   

 

平成 ２０ 年 ３ 月期   決算短信（個別） 平成２０年６月１１日 

会 社 名 深川製磁株式会社            上場取引所等 ＧＲ 

コ ード番 号 ５３３５                本社所在都道府県 佐賀県 

ＵＲＬ http://www.fukagawa-seiji.co.jp 
代  表  者 役  職  名 取締役社長   氏  名 深川 一太 
問い合わせ先  責任者役職名 取締役管理本部長 氏  名 原  忠雄   ＴＥＬ（０９５５）４３－２１５１ 

定時株主総会開催予定日   平成２０年６月２７日 

有価証券報告書提出予定日  平成２０年６月２７日 
 
１．２０年３月期の業績（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）         （千円未満切捨て） 
(1) 経営成績                                 （％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 
 
20年３月期 
19年３月期 

千円   ％
1,827,285（△1.2）
1,848,894（  0.3）

千円   ％
△33,943 （―）
△22,351 （―）

千円   ％
△88,136  （―）
△76,680  （―）

 

 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自 己 資 本
当期純利益率

総 資 産 
経常利益率 

売 上 高
営業利益率

 
20年３月期 
19年３月期 

千円   ％ 
△406,893  （―） 
△207,626  （―） 

円  銭
△99    41
△50    69

円  銭
― 

    ― 

％
― 

△162.7 

％ 
△3.7  
△2.6  

％
△1.9 
△1.2 

(注)①期中平均株式数      20年３月期   4,093,259株     19年３月期  4,096,246株 
②会計基準等の改正に伴う変更  有 ・ 無 
③②以外の変更        有 ・ 無 
④潜在株式調整後1株当たり当期純利益金については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。 
⑤２０年３月期の自己資本当期純利益率については、自己資本がマイナスのため記載しておりません。 

 (2) 財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
 

20年３月期 
19年３月期 

千円 
1,909,503  
2,838,727  

千円
△407,015 

21,812 

％ 
△21.3  

0.8  

円   銭
△99    51   
   5   33   

(注)①期末発行済株式数（自己株式数を含む）20年３月期   4,100,000 株   19年３月期  4,100,000 株 

②期末自己株式数           20年３月期    9,891 株   19年３月期    4,541 株 
 

２．21年３月期の業績予想（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日） 

    当社の２１年３月期の業績予想の数値については、当社を取り巻く環境の変化が大きく、数値の把握が困難な

ため決算発表時における業績予想の開示は行っておりません。 

 

３．配当状況 

 

 

・現金配当 1株当たり配当金 配当金総額 配当性向 純資産

 第1四半期 中間期末 第3四半期 期末 その他 年間 （千円） （％） 配当率(％)

 

19年３月期 

円  銭 

  ― 

円  銭 

― 

円  銭 

― 

円  銭

０

円  銭

―

円  銭

０
 

― ― ―

20年３月期 ― ― ― ０ ― ０ ― ― ―

21年３月期 

（予想） 
― ― ― ０ ― ０
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平成２０年６月１１日 

第９０期 決算速報（個別） 
（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

 

 

会社名(定款上の商号) 深川製磁株式会社 

英 文 名 (英 文 商 号 )  ＦＵＫＡＧＡＷＡ ＰＯＲＣＥＬＡＩＮ ＣＯ．，ＬＴＤ． 

コ ー ド 番 号   ５３３５ 

代 表 者 の 役 職 氏 名 取締役社長 深川 一太 

本 店 の 所 在 の 場 所 佐賀県西松浦郡有田町原明乙１１１番地 

電 話 番 号  ０９５５－４３－２１５１ 

連 絡 者  取締役管理本部長 原  忠雄  

 

Ⅰ 当期の業績 

 

(1) 損益計算書       

                                （単位：千円） 

(

第８９期 

自 平成 18 年 4月 1 日

至 平成 19年 3月 31日
) (

第９０期 

自 平成 19 年 4 月 1 日

至 平成 20 年 3 月 31 日
) 

期  別 

 

科  目 
金額 百分比 金額 百分比 

Ⅰ売 上 高 1,848,894 100.0 1,827,285 100.0

Ⅱ売 上 原 価 892,216 48.3 896,334 49.1

 売 上 総 利 益 956,677 51.7 930,950 50.9

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 979,029 52.9 964,893 52.8

営 業 損 失 22,351 △1.2 33,943 △1.9

Ⅲ営 業 外 収 益 10,374 0.6 9,376 0.5

Ⅳ営 業 外 費 用 64,702 3.5 63,569 3.4

経 常 損 失 76,680 △4.1 88,136 △4.8

Ⅴ特 別 利 益 81,753 4.4 86,832 4.7

Ⅵ特 別 損 失 58,863 3.2 370,268 20.2

税 引 前 当 期 純 損 失 53,789 △2.9 371,573 △20.3

法人税､住民税及び事業税 2,302 0.1 2,302 0.2

法 人 税 等 調 整 額 151,535 8.2 33,018 1.8

当 期 純 損 失 207,626 △11.2 406,893 △22.3

  

※  記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 
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(注) 
期  別 

 

科  目 ( 

第８９期 

自 平成 18 年 4 月  1 日

至 平成 19 年 3 月 31 日
) (

第９０期 

自 平成19年4月  1日

至 平成 20 年 3 月 31 日
) 

普通株式の期中平均株式数 4,096,246 株 4,093,259 株 

1 株 当 た り 当 期 純 損 失 50 円 69 銭 99 円 41 銭 

潜 在 株 式 調 整 後 

1 株 当 た り 当 期 純 利 益 
   ―    ― 

 

 

(2)事業部門別売上高 

    （単位：千円） 

   ( 

第８９期 

自 平成18年 4月  1日

至 平成 19 年 3月 31 日
)    (

第９０期 

自 平成19年 4月  1日

至 平成 20 年 3 月 31 日
) 

期  別 

 
事業部門 

金額 構成比 金額 構成比 

陶磁器事業 1,782,661 96.4    1,771,418 96.9    

レストランその他事業    66,233 3.6    55,866 3.1    

合 計 1,848,894 100.0    1,827,285 100.0    

(注) 総販売実績に対する割合が１００分の１０以上の相手先はありません。 
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(3)貸借対照表                         （単位：千円） 

第８９期 

（平成 19 年 3 月 31 日現在） 

第９０ 期 

（平成 20 年 3 月 31 日現在） 

期  別 

 

科  目 
金額 構成比 金額 構成比 

（資産の部）  ％  ％

Ⅰ流 動 資 産 

1. 現 金 及 び 預 金 376,797 74,141

2. 受 取 手 形 10,778 3,105

3. 売 掛 金 217,340 180,617

4. 商 品 25,206 28,999

5. 製 品 465,619 381,378

6. 半 製 品 727,918 444,005

7. 原 材 料 32,458 32,445

8. 仕 掛 品 41,408 40,999

9. 貯 蔵 品 372 340

10. 前 払 費 用 6,562 8,358

11. 繰 延 税 金 資 産 33,018 ―

12. そ の 他 18,719 5,560

 貸 倒 引 当 金 △2,040 △2,280

流 動 資 産 合 計 1,954,158 68.8 1,197,673 62.7

Ⅱ固 定 資 産 

1. 有 形 固 定 資 産 

(1) 建 物 382,077 357,433

(2) 構 築 物 26,458 23,778

(3) 機 械 及 び 装 置 4,261 3,256

(4) 窯 10,343 7,519

(5) 車 両 及 び 運 搬 具 10 8

(6) 工具・器具及び備品 19,679 18,765

(7) 土 地 247,077 201,946

有形固定資産合計 689,907 24.3 612,707 32.1

2. 無 形 固 定 資 産 

(1) 電 話 加 入 権 5,499 5,499

(2) そ の 他 1,171 719

 無形固定資産合計 6,670 0.3 6,218 0.3

3. 投 資 そ の 他 の 資 産 

(1) 投 資 有 価 証 券 102,011 30,213

(2) 出 資 金 3,838 3,838

(3) 長 期 貸 付 金 25,304 ―

(4) 関係会社長期貸付金 6,659 ―

(5) 更 生 債 権 等 48,893 135,619

(6) 保 険 料 掛 金 17,297 ―

(7) 敷 金 31,142 29,862

(8) そ の 他 18,543 9,676

 貸 倒 引 当 金 △65,700 △116,307

投資その他の資産合計 187,990 6.6 92,903 4.9

固 定 資 産 合 計 884,568 31.2 711,829 37.3

資 産 合 計 2,838,727 100.0 1,909,503 100.0

 

※ 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 
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                                             （単位：千円） 

第８９期 

（平成 19 年 3 月 31 日現在） 

第９０期 

（平成 20 年 3 月 31 日現在） 

期  別 

 

科  目 金額 構成比 金額 構成比 

（負債の部） ％ ％

Ⅰ流 動 負 債 

1. 支 払 手 形 100,914 79,234

2. 買 掛 金 30,311 38,380

3. 短 期 借 入 金 1,099,500 563,107

4. 一 年 内 返 済 予 定 長 期 借 入 金 357,995 174,156

5. 未 払 金 58 3,318

6. 未 払 費 用 87,913 76,126

7. 未 払 法 人 税 等 4,365 3,778

8. 未 払 消 費 税 等 13,457 15,034

9. 前 受 金 356 ―

10. 預 り 金 12,642 12,011

11. 仮 受 金 ― 7,512

12. 賞 与 引 当 金 21,600 20,418

 流 動 負 債 合 計 1,729,114 60.9 993,078 52.0

Ⅱ固 定 負 債 

1. 長 期 借 入 金 730,893 1,029,615

2. 繰 延 税 金 負 債 8,354 279

3. 退 職 給 付 引 当 金 284,791 287,615

4. 役員退職慰労引当金 63,760 ―

5. 長 期 未 払 金 ― 5,930

   固 定 負 債 合 計 1,087,799 38.3 1,323,440 69.3

   負 債 合 計 2,816,914 99.2 2,316,518 121.3

  

 

（純資産の部） 

Ⅰ 株主資本 

１ 資本金 203,500 7.2 203,500 10.7

２ 資本剰余金 

 (1)資本準備金 42,098 42,098

 資本剰余金合計 42,098 1.5 42,098 2.2

３ 利益剰余金 

 (1)その他利益剰余金 

   繰越利益剰余金 △245,400 △652,293

    利益剰余金合計 △245,400 △8.7 △652,293 △34.2

４ 自己株式 △459 △0.0 △  732 △0.0

 株主資本合計 △261 △0.0 △407,428 △21.3

Ⅱ 評価・換算差額等 

1. その他有価証券評価差額金 22,073 0.8 413 0.0

   評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計 22,073 0.8 413 0.0

  純資産合計 21,812 0.8 △407,015 △21.3

  負債純資産合計 2,838,727 100.0 1,909,503 100.0

 

※ 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 
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（注） 

期  別 

科  目 

第８９期 

（平成 19 年 3 月 31 日現在） 

第９０ 期 

（平成 20 年 3 月 31 日現在） 

発 行 済 株 式 数 4,100,000 株 4,100,000 株 

1 株 当 た り 純 資 産 5 円 33 銭 △99 円 51 銭 

※発行済株式数(普通株式)に含まれる期末自己株式数  第 89 期 4,541 株  第 90 期 9,891 株     

 

(4) 株主資本等変動計算書 

第８９期（自 平成１８年４月 １日  至 平成１９年３月３１日）         （単位：千円） 
株主資本 評価・換算差額等

資本剰余金 利 益 剰 余 金

その他利益剰余金

 

 

資本金 

資本準備金 繰越利益剰余金

 

自己株式 株主資本合計 
 

その他有価証
券評価差額金 

 
 

純資産合計

平成１８年３月３１日残高 203,500 42,098 △  37,773 △244 207,580 25,820 233,401

事業年度中の変動額        

当期純損失   △ 207,626  △  207,626  △207,626

自己株式の取得    △215 △     215  △    215

株主資本以外の項目 

の事業年度中の変動 

額（純額） 

      

△   3,746 

 

△  3,746

事業年度中の変動額合計 ― ― △ 207,626 △215 △  207,842 △   3,746 △211,588

平成１９年３月３１日残高 203,500 42,098 △ 245,400 △459 △     261 22,073 21,812

 
第９０期（自 平成１９年４月 １日  至 平成２０年３月３１日）              （単位：千円） 

株主資本 評価・換算差額等

資本剰余金 利 益 剰 余 金 

その他利益剰余金

 

 

資本金 

資本準備金 繰越利益剰余金

 

自己株式 株主資本合計 
 

その他有価証
券評価差額金 

 
 

純資産合計

平成１９年３月３１日残高 203,500 42,098 △ 245,400 △459 △    261 22,073 21,812

事業年度中の変動額        

当期純損失   △ 406,893  △  406,893  △ 406,893

自己株式の取得    △273 △     273  △    273

株主資本以外の項目 

の事業年度中の変動 

額（純額） 

      

△   21,660 

 

△  21,660

事業年度中の変動額合計 ― ― △ 406,893 △273 △  407,166 △   21,660 △ 428,827

平成２０年３月３１日残高 203,500 42,098 △ 652,293 △732 △  407,428 413 △ 407,015
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(5) 継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況 
    

     （ 

第８９期 

自 平成１８年４月 １日 

至 平成１９年３月３１日 ）   （

第９０期 

自 平成１９年４月 １日 

至 平成２０年３月３１日 ） 
当社は、陶磁器業界の構造的な需要低迷から長期間

に亘り売上高の減少が続き、当事業年度において営業損失
２２，３５１千円(前事業年度は営業損失１３，３２１千円)経
常損失７６，６８０千円(前事業年度は経常損失５８，３２８
千円)及び当期純損失２０７，６２６千円(前事業年度は当
期純損失４５，０３０千円)を計上し、営業キャッシュ・フロー
は３期連続マイナスとなっております。 
 このような状況から当社には、継続企業の前提に関する
重要な疑義が存在しております。 
 当社としてはこのような状況を打開すべく、平成１９年５
月に以下に掲げる「経営改善三ヵ年計画」を策定し、取引
金融機関等と協議を開始しております。 

① 役員報酬の削減 
② 賃金・給料カットや定年延長による継続雇用者の契

約打ち切りによる人件費削減 
③ 生産抑制による材料費削減 
④ 外注加工費の内製化、包装材料見直しによる製造

経費の削減 
⑤ 生産工程見直しによる生産効率の向上 
⑥ 販売体制の見直し 
⑦ 資産処分による有利子負債の圧縮 
⑧ 新製品の開発によるブランド強化と販売強化及び

付加価値商品への販売シフト等 
経営基盤の再構築を行い収益構造改善のための抜本
的な経営改善計画の実現に取り組んでおり、業績の回
復を目指します。 
なお、資金面については当社の主力金融機関による資
金繰りに対する協力の内諾を得ております。 
 財務諸表は継続企業を前提として作成しており、上記
のような重要な疑義の影響を財務諸表には反映しておりま
せん。 

 当社は、当事業年度において、売上高が２１，６０９
千円減少したこと等により、営業損失３３，９４３
千円（前事業年度は営業損失２２，３５１千円）、
経常損失 ８８，１３６千円（前事業年度は経常損失
７６，６８０千円）及び当期純損失４０６，８９３千円（前
事業年度は当期純損失２０７，６２６千円）等を計上
した結果、４０７，０１５千円の債務超過となりまし
た。また、営業キャッシュ・フローは４期連続マ
イナスとなっております。 
 このような状況から当社には、継続企業の前提
に関する重要な疑義が存在しております。 
 当社は、当該状況を解消すべく、財務体質の抜
本的改善と収益力の向上を図るため、平成２０年
２月１５日に「経営改善計画書」を策定し、取引
金融機関に提示することにより金融支援要請を
行いました。主力取引金融機関と協議を重ねた結
果、関係各行すべての同意を得て、平成２０年３月
３１日付にて「経営改善計画書」に関して「協定
書」を締結いたしました。 
 当社は経営改善計画書に基づき以下の計画を
実施してまいります。 
１． 資産処分 株式等売却２０百万円資金化。 
２． 本社機能を西有田に集約し、効率的・集中

的な改善を実行管理する。 
３． 販売戦略室の設置、販売戦略の発信拠点を

東京に集中し営業支援機能を強化する。 
４． 商品コントロール室の設置 商品の製造及

び販売管理を徹底する。 
５． ３年間で在庫削減目標２１０百万円を達成し

従来の和食器に加え、フカガワスタジオミ
ラノでの商品開発並びに電気スタンド等の
インテリア、装飾品の新規事業の開発に力
点をおき３年後１００百万円増販の目標で開
発販売してまいります。 

６． 経費の削減 製造部門は賃金カットや人員
削減、外注の内製化等で１７百万円、販売部
門は広告費や消耗品の節減、賃金カット、
人員削減等で４９百万円、管理部門は役員の
減員、報酬のカット等で２１百万円、人員は
全社で７名の減少を図る。 

 「経営改善計画書」は当社の事業再建を果たす
べく、売上による収入を安定化し継続的な資金確
保に重点を置いております。 
 なお、資金面については、平成２０年３月３１
日締結の「協定書」に基づき、主力取引金融機関
からの借入金の一部について１３年間の返済猶
予の承諾を得ておりますが、本協定期間中、「経
営改善計画書」において達成を意図した営業利益
の８０％の水準に２年連続して未到達の場合に
は、本協定が失効する可能性があります。これに
対して、当社はこれまで以上に主力取引金融機関
との連絡を密にするとともに、「経営改善計画
書」を確実に成し遂げることにより、債務超過を
解消する予定であります。 
 財務諸表は継続企業を前提として作成されて
おり、上記のような重要な疑義の影響を財務諸表
には反映しておりません。 
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 (6) 重要な会計方針 
     

項  目 
    （ 

第８９期 

自 平成１８年４月 １日

至 平成１９年３月３１日） （

第９０期 

自 平成１９年４月 １日 

至 平成２０年３月３１日 ） 
１ 有価証券の評価基準及

び評価方法 
その他有価証券 
 時価のあるもの 
  期末日の市場価格等に基づく時価

法（評価差額は全部純資産直入法
により処理し、売却原価は総平均法
により算定） 

  時価のないもの 
  総平均法による原価法 

 
同 左 

 
 
 
 
 

同 左 
２ たな卸資産の評価基準

及び評価方法 
(１)商品・貯蔵品 
(２)製品・半製品・仕掛品 
(３)原材料 

 
 
最終仕入原価法による原価法 
売価還元法による原価法 
月次移動平均法による原価法 

 
 

同 左 
同 左 
同 左 

３ 固定資産の減価償却の
方法 
（１） 有形固定資産 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２） 無形固定資産 

 
 
建物   定額法 
その他  定率法 
   ただし、チャイナ・オン・ザ・パーク

の減価償却資産については定額
法によっております。 

    なお、主な耐用年数は次のとお
りであります。 

    建物    ９～３９年 
    構築物  １０～６０年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
定額法によっております。 

建物及びチャイナ・オン・ザ・パーク 
の減価償却資産 
 ａ 平成１９年３月３１日以前 
   に取得したもの 

旧定額法によっております。 
ｂ 平成１９年４月１日以降に取得したもの 

旧定額法によっております。 
その他 
 ａ 平成１９年３月３１日以前に取得したもの 

旧定率法によっております。 
ｂ 平成１９年４月１日以降に取得したもの 
    定率法によっております。 
   なお、主な耐用年数は次のとおり

であります。 
 建物   ９～３９年 
 構築物 １０～６０年 

（会計方針の変更） 
  法人税法の改正に伴い、  
当事業年度より、平成１９年４月１日以降
に取得した有形固定資産について、改
正後の法人税法に基づく減価償却の方
法に変更しております。これによる損益
への影響は軽微であります。 
（追加情報） 
 平成１９年度の法人税法の改正に伴
い、平成１９年３月３１日以前に取得した
資産については、改正前の法人税法に
基づく減価償却の方法を適用し、取得価
額の５％に到達した事業年度の翌事業
年度より、取得価額の５％相当額と備忘
価額との差額を５年間で均等償却し、減
価償却費に含めて計上しております。 
 これにより、営業損失、経常損失及び
税引前当期純損失がそれぞれ５，２２３千
円増加しております。 
同 左 
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項  目 
  （

第８９期 

自 平成１８年４月 １日

至 平成１９年３月３１日 ） （

第９０期 

自 平成１９年４月 １日 

至 平成２０年３月３１日 ） 
４ 引当金の計上基準 

（１）貸倒引当金 
 
 
 
 

（２）賞与引当金 
 
 
（３）退職給付引当金 

 
 
 
 
 
 

（４）役員退職慰労引当金 

 

 

  
債権の貸倒れによる損失に備えるた

め、一般債権については貸倒実績率に
より、貸倒懸念債権等特定の債権につ
いては個別に回収可能性を検討し、回
収不能見込額を計上しております。 
 従業員の賞与の支給に充てるため、
支給見込額に基づき計上しておりま
す。 
 従業員の退職給付に備えるため当

事業年度末における退職給付債務及
び年金資産の見込額に基づき計上し
ております。 

な お 、会計基準変更時差異（２１３，０６６
千円）については、１０年による按分額
を費用処理しております。 

  役員の退職慰労金の支出に備え

て、役員退職慰労金支給内規に基づ

く当事業年度末要支給額を計上して

おります。 

 
同 左 

 
 
 
 

同 左 
 
 

同 左 
 
 
 
 
 
 

― 

 

 

 

（追加情報） 

 従来、役員の退職慰労金の支給に備

えるため、当社内規に基づく期末要支

給額を役員退職慰労引当金に計上して

おりましたが、平成１９年９月２６日開催

の取締役会において、同年６月をもって

役員退職慰労金支給内規を廃止すると

ともに退職慰労金の支給を行わないこと

を決議いたしました。 

 これにより、同内規廃止時点における

役員退職慰労引当金残高５８，２０７千

円を全額取崩し、特別利益に計上して

おります。  

5 リース取引の処理方法 

 

 リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファイナ

ンス・リース取引については、通常の

賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理によっております。 

同 左 

６ キャッシュ・フロー計算書

における資金の範囲 

  キャッシュ・フロー計算書における

資金（現金及び現金同等物）は、手許

現金、随時引き出し可能な預金及び

容易に換金可能であり、かつ価値の

変動について僅少なリスクしか負わな

い取得日から３ヶ月以内に償還期限

の到来する短期投資からなります。 

同 左 

７ その他財務諸表作成の

ための基本となる重要な

事項 

消費税等の会計処理 

 

 

 

  消費税及び地方消費税の会計処

理は、税抜方式によっております。 

同 左 

 



深川製磁株式会社 9

(7) 表示方法の変更 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 重要な会計方針の変更 

     

項  目 
  （

第８９期 

自 平成１８年４月 １日
至 平成１９年３月３１日 ） （

第９０期 

自 平成１９年４月 １日 
至 平成２０年３月３１日 ） 

１ 貸借対照表の
純資産の部の表
示に関する会計
基準 

当事業年度より、「貸借対照表の純
資産の部の表示に関する会計基準」
（企業会計基準第５号 平成１７年１２
月９日）及び「貸借対照表の純資産の
部の表示に関する会計基準等の適用
指針」（企業会計基準適用指針第８号
平成１７年１２月９日）を適用しておりま
す。 

これまでの資本の部の合計に相当
する金額は、純資産の部の合計と同
額であります。  

なお、当事業年度における貸借対
照表の純資産の部については、財務
諸表等規則の改正に伴い、改正後の
財務諸表等規則により作成しておりま
す 

― 

２ 自己株式及び準
備金の額の減少等
に関する会計基準
等の一部改正 

 当事業年度より、改正後の「自己株
式及び準備金の額の減少等に関する
会計基準」（企業会計基準委員会 最
終改正平成１８年８月１１日 企業会
計基準第１号）及び「自己株式及び準
備金の額の減少等に関する会計基準
の適用指針」（企業会計基準委員会 
最終改正平成１８年８月１１日 企業
会計基準適用指針第２号）を適用して
おります。 
 これによる損益に与える影響はあり
ません。 

― 

 

 

 

     

（

第８９期 

自 平成１８年４月 １日 
至 平成１９年３月３１日 ） （

第９０期 

自 平成１９年４月 １日 
至 平成２０年３月３１日 ） 

（損益計算書関係） 
団体保険受取事務手数料 

   営業外収益の「団体保険受取事務手数料」１，２
１６千円は、営業外収益の総額の１００分の１０を
超えたため区分掲記しております。なお、前事業
年度は、営業外収益の「雑収入」に１，２８３千円
含まれております。 

― 
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Ⅱ 第９１期の売上高及び利益の予測について 

  当社の第９１期の業績予想の数値については、当社を取り巻く環境の変化が大きく、数値の把握が困難な

ため決算発表時における業績予想の開示は行っておりません。 

 

Ⅲ 資金及び借入金の状況 

 

(1)現金及び預金の増減    （単位：千円） 

          期 別 

 
科 目 （

第８９期 

自平成18年4月  1日

至平成 19年 3月 31 日） （

第９０期 

自平成19年4月  1日

至平成 20年 3月 31 日） 

現 金 及 び 預 金 の 増 減 額 △10,033 △302,655 

現 金 及 び 預 金 の 期 首 残 高 386,830 376,797 

現 金 及 び 預 金 の 期 末 残 高 376,797 74,141 

（主な増減理由） 

  税引前当期純損失３７１，５７３千円、たな卸資産評価損による増加２９０，８７５千円、定期預金の払い戻しによる 

増加２０２，１３９千円、短期借入金の純増加１８５，６０７千円、長期借入金の返済による減少６０７，１１７千円等であり 

ます。 

 

(2)短期借入金の増減         （単位：千円） 

         期 別 

 
科 目 （

第８９期 

自平成18年4月  1日

至平成 19年 3月 31 日） （

第９０期 

自平成19年4月  1日

至平成 20年 3月 31 日） 

短 期 借 入 金 の 増 減 額 79,100 △536,392 

短 期 借 入 金 の 期 首 残 高 1,020,400 1,099,500 

短 期 借 入 金 の 期 末 残 高 1,099,500 563,107 

（主な増減理由） 

短期借入金から長期借入金への借り替え及び新規借入の減少によるものであります。 

 

(3)長期借入金の増減(1年内返済予定長期借入金を含む)        （単位：千円） 

         期 別 

 
科 目 （

第８９期 

自平成18年 4月  1日

至平成 19年 3 月 31 日 ） （

第９０期 

自平成19年 4月  1日

至平成 20年 3 月 31 日 ） 

長 期 借 入 金 の 増 減 額 △64,810 114,883 

長 期 借 入 金 の 期 首 残 高 1,153,698 1,088,888 

長 期 借 入 金 の 期 末 残 高 1,088,888 1,203,771 

(主な増減理由)  

短期借入金から長期借入金への借り替え及び長期借入金の一部について、金融機関より返済猶予を受けて

いるため増加しております。 

 

Ⅳ その他 

 該当事項はありません。 
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